
IT部門を、
企業成長のコアに。

Why Kyndryl?



企業成長は、I T 部門にかかっている？

IT部門を中心に、
組織内の人やシステム
をつないでゆく。
CoEとは、企業において組織を横断した取り組みを行う

際の拠点となる場所。キンドリルは、IT部門を中心とした

組織内の架け橋を共創し、IT部門が企業全体のデジタル

変革エンジンとなる構図を演出します。 
キンドリルが他部門・既存システムとのブリッジに

C oE ( C e n t e r  o f  E x c e l l e n c e )

k e y word

IT部門

経営層 業務
部門

既存システム

では、どうやって実現するのか

これからの時代
企業成長の となる
「率いるIT部門」

現状のIT部門はレガシーシステムの運用で手一杯で、

コストセンターとして見られてしまっています。さらに

既存・新規システムの混在も企業成長のボトルネック

に。もしIT部門のコストが減るだけでなく新しいシス

テムもどんどん取り入れられるようになったら。IT

部門からボトムアップで企業の課題を解決できたら。IT

部門はプロフィットセンターになり、企業成長の心臓と

なっていきます。



キンドリルは、“攻め”と”守り”の企業変革を見据えて、より

高い価値を生む企業への転換をご支援します。守る予算を

削減することでデジタル投資の原資を産み、攻めの投資に

転じて競争優位性のあるサービスを確立して売上に繋げる、

様々なIT戦略やソリューションスキームをご提供致します。

4,000社を超えるお客様を通じた
グローバルで実績のある知見や手法

キンドリルは、既存システムを活用した新たなI Tアーキテ

クチャを共創し、さらに、全体のIT運用を高度化することで、

現状、運用業務に割かれてしまっている時間を効率化します。

また、新しいシステムを最大限にビジネスに活用する、SRE

スキル変革のお手伝いもご提供致します。 

ITアウトソーシング30年の経験を
踏まえた運用効率化と
次世代 ITアーキテクチャ戦略

キンドリルは、レガシーからクラウドネイティブまで、業務

部門が求めるビジネススピードと安心・確実のバランスを

取り、効果的なビジネス開発を促進致します。ビジネス開発

に必要なITサービスを、ワークショップ形式で議論させて

頂き、実際にテスト・導入まで行う様々な技術支援をご提供

致します。

レガシーからクラウドネイティブまで
包括的な技術支援と開発手法を提供

目先の業績が好調だと、経営層が変革に

対する危機感を抱くのは難しい。さらにDX
の必要性を感じていても、具体的にどこ
から手をつけるべきか困っている経営層は
多い。

危機感のジレンマ

経営層との
ブリッジ

ビジネスのジレンマ
業務部門が新しいサービスを導入したくて
も、IT部門は既存業務で手一杯。さらに実際
に導入されたとしてもベンダー企業と業務

部門の板挟みになってしまう。

業務部門との
ブリッジ

人材育成のジレンマ
貴重な人材リソースが既存システムの運用
作業に割かれてしまっている。さらに技術進歩
のスピードが格段に上がっており人材育成

が追いつかない。

既存システム
とのブリッジ

3つのブリッジで、IT部門は企業の中心へ
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コンサルティング&
デザイン

インフラ構築

マネージド・サービス

お問い合わせ https://www.kyndryl.com/jp/ja/contact-us

IT部門が企業の中心となることで、ユーザーに提供できる価値も高くなっていく。
さらにそんな企業が増えていくことで、社会全体の成長へとつながっていく。キンドリルの実績

年々多様化・スピードアップするユーザーのニーズに現在
の複雑な社内フローでは対応できないことが多い。

ユーザー

ニーズ

提供

経営層

IT
部
門

業務部門

企業 ユーザー

企業内のシステムがIT部門を中心に統合されることで、多様化
するニーズにもクイックに対応できるように。

キンドリルが他部門・既存システムとのブリッジに

企業

IT部門

経営層 業務
部門

※ 出典：Kyndryl Investor Presentation 10/19/2021　https://s29.q4cdn.com/794569784/files/doc_presentation/2021/10/10.21.21_Kyndryl-Investor-Presentation_vFINAL.pdf

9万人の熟練した
プロフェッショナル※

400万のバックアップ
業務を日々遂行※

毎秒6兆回の処理を
実行可能※

キンドリルは、2021年9月IBMのITインフラサービス事業がスピンオフして誕生しました。私たちは、世の中に必要不可欠な

テクノロジー・システムを日々デザイン、構築、運用し、モダナイズしていく会社です。「Fortune 500」に名前を連ねる企業

の半数以上が私たちのお客様です。日本でも、金融機関をはじめ、自動車メーカーや航空会社、小売業などに信頼性の高いテクノ

ロジー・サービスを提供しています。イノベーションと安心を両立できる社会へ。日本が前進し、成長できる未来へ。私たちは、

ビジネスに新しい視点をもたらすべく、お客様やパートナーと向き合い、大志の実現と、さらなる飛躍を後押ししていきます。

複雑化するITインフラの活用のための戦略、およびその実現計画と安定的な維持
に必要となる知見を、コンサルティング・サービスとしてお客様にご提供します。
また、お客様のデジタル変革を支える次世代のハイブリッドインフラ基盤を最適
なコストで実現するアーキテクチャーデザインをご支援します。

多様なITエコシステムを束ね、各製品のスペシャリストのスキルと知見を活かした
ITインフラの構築・移行をご支援します。キンドリルはシステムインテグレーター
として安心・安定という価値の提供にとどまらず、お客様のDXを支え、社会の
急速な変化に耐えうるこれからのITインフラ構築をお客様と共に実現します。

長年アウトソーシングを多様なお客様に提供してきた知見を生かし、ITシステムの
運用に関する委託業務やご支援を提供します。お客様のご要望に適合するオーダー
メードのマネージドサービスに加え、アズ・ア・サービスとしてご活用いただける
運用支援サービスについても拡充します。

2万5,000以上のSAP、
Oracleシステムを運用※

ニーズ

提供

既存
システム

既存
システム

900万の自動化された
アクションを毎月実行※

27万のネットワーク
デバイスを管理※

The Heart of Progress.
TM社会成長の生命線TM


